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平成27年度
　児童館運営委員会　1回開催（Ｈ28.2.15）　出席者　10名（欠席1名）
　内容　平成27年度事業報告及び平成28年度事業計画の審議
　臨時職員　26名

事業費詳細
・財源
　国県出金　対象事業費の1/3（国）、1/3（県）
　その他　学童保育料の充当（南河内児童館学童保育室、国分寺駅西児童館学童保育室
　国分寺姿西児童館学童保育室）　学童保育室利用者　100人分
・事業費内訳
　報酬　児童館運営委員会委員報酬
　賃金　臨時職員賃金　24名
　旅費　臨時職員研修旅費
　需用費　維持補修のための修繕費
　役務費　来館者保険料
　備品購入費　児童館運営及び事業に必要な備品の購入
　負担金補助及び交付金　上部組織への負担金

事務事業
番号 235

事務事業名 健康福祉部児童館共通事業 こども福祉課

１３節　委託料

503
115

事業目的

児童館は、地域において児童に健全な遊びを与えて、その健康を増進し、情操を豊かにす
ることを目的としている。３地区すべて計5か所に児童館を設置し、0歳児から18歳未満の児
童が安全・安心に集え、未就園児向けには親子教室や季節の遊び等を通して親子のコミュ
ニケーションの支援、小学生向けには放課後の遊びの支援と学童保育を実施している。

１４節　使用料及び賃借料

１５節　工事請負費

１８節　備品購入費

１９節　負担金補助及び交付金

２０節　扶助費

58

所管部課

類型
区分

児童館の運営にあたりまして、５児童館で共通する経費を一括管理することでスリム化
しており、効率性が図られております。児童館運営委員会で、今後も継続して児童館の
各種企画・運営についての調査審議を行っていくとともに、各児童館が有効な情報を共
有し、魅力的な企画運営の実施に向けて更なる改善工夫に取り組むこととしておりま
す。
以上のことから、効率性をＢとしました。

【継続事業の場合】事業進捗に対する影響等を考慮し、事業を休止した場
合の影響が大きく、事業縮小の可能性が見当たらない場合など。
【新規事業の場合】財政負担以外において、事業を実施しなかった場合の
影響が大きく、本事業以外の解決策が見当たらない場合など。

事務事業の質の向上に係る改善・工夫の見込み、及び経費削減、改革への
取組のいずれかが期待できる場合など。

総合評価

必要性

○

継続実施

見直し実施

廃止

Ｃ

効率性

Ａ

Ｂ ○

○

事業推進方針判断に際しての３つの視点

Ｃ

○

第二次下野市総合計画前期基本計画に明確に位置付けられている場合、事
業実施が求められるような社会情勢の変化、さらに国・県の制度変更によ
り実施することが義務付けされた場合など。

Ｃ

Ｂ

Ａ

Ｂ

緊急性

Ａ

現総合計画前期基本計画では、基本施策１－２「子育て家庭を支援する環境づくり」、
施策１「子ども・子育て支援」に明確に位置付けられています。
少子化や子育て家庭を取り巻く環境の変化により、子ども同士で遊ぶ機会が減少してい
る中、地域児童の居場所として、また、異年齢･世代間交流の場として児童の健全育成
の拠点としての児童館は、児童の福祉向上を図るうえで必要な事業であります。また、
５児童館のうち３館において学童保育室を併設しており、放課後の保育に欠ける児童の
居場所として欠かせない施設であります。
以上のことから、必要性をＡとしました。

事業を休止した場合、子どもたちが安心して遊べる場がますます少なくなってしまい、
その影響は計り知れません。また、学童保育室としての機能においても、他に開設でき
る施設が見当たらない現状からは、休止することは不可能であります。
以上のことから、緊急性をＡとしました。

35,583千円 35,583千円

5児童館を運営し
ていくにあたり、
共通する事項の
経費を計上した。

5児童館を運営し
ていくにあたり、
共通する事項の
経費を計上した。

5児童館を運営し
ていくにあたり、
共通する事項の
経費を計上する

総合計画
での位置
付け

施策

大切な命を育み、健康で笑顔あふれるまちづくり

子ども・子育て支援

子育て家庭を支援する環境づくり

1

2

1

根拠法令
等

児童福祉法
下野市児童館条例、下野市児童館条例施行規則

Ⅱ

事業概要

南河内児童館、国分寺東児童館、国分寺駅西児童館、国分寺姿西児童館、こどもの広場
いしばしに共通する項目を一括管理することで、効率的な予算の執行を図る。
児童館の各種企画・運営について、調査審議を行う児童館運営委員会の開催経費
南河内児童館、国分寺東児童館、国分寺駅西児童館、国分寺姿西児童館、こどもの広場
いしばし、及び南河内児童館学童保育室、国分寺駅西児童館学童保育室、国分寺姿西児
童館学童保育室の支援を行う臨時職員人件費
児童館維持管理のための修繕費、来館者保険料、負担金

事

業

内

容
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他

（
過
年
度
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・
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業
費
詳
細

等

）

（単位：千円）

財
源

事
業
費
内
訳

国県支出金
7,980千円

地方債・その他
12,960千円

一般財源
14,643千円

　１節　報酬

　７節　賃金

150

その他①（２・３・４・５・６・１０節）

その他②
（１６・１７・２１・２４・２５・２６・２７・２８節）

96

　８節　報償費

　９節　旅費

１１節　需用費

１２節　役務費

備考 下野市子ども・子育て支援事業計画に明確に位置づけられている。

年
度
別

5児童館を運営し
ていくにあたり、
共通する事項の
経費を計上する。

5児童館を運営し
ていくにあたり、
共通する事項の
経費を計上する。

平成３０年度平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

対
象
年
度

34,612

49

２２節　補償補填及び賠償金

２３節　償還金、利子及び割引料

事
業
計
画

事
業
費

35,526千円










